	◎本様式中、破線枠については書類作成上の注意事項であり、実際の申請資料には記載しないこと。
・本資料に不実または虚偽の記載、もしくは様式に対し適正な記載がされていない等の推薦案件については、審査の対象から除外する。

・本資料は、A４縦用紙（ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ10.5pt以上）で作成すること。（手書き・両面印刷不可。）


様式１７

創意工夫育成功労学校賞　候補校調査書
推薦機関名（　　　　　　　　　　　）

１．学校の概要

	ふ り が な

学　校　名
	

	ふりがな

学校長名
	

	所　在　地
	

	創立年月日
	明・大・昭・平　　　　年　　　月　　　日
	生　徒　数
	名

	学　級　数
	
	教職員数
	名


２．創意工夫活動の概要

	創意工夫活動に参加している生徒数
	名

	創意工夫指導担当教職員数
	名

	創意工夫指導担当教職員氏名
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	この件に関する連絡担当教員氏名
	
	TEL

	創意工夫活動の概要（以下の項目毎について、ポイントをつかんで分かり易く（効果・成果を含む）記載すること。）
１）科学技術に関する展覧会等への出品を促進するための効果的な取組
２）科学技術に関する特徴的な授業等
３）創意工夫室や創意工夫サークル等、学校独自の活動状況
４）その他の活動


３．創意工夫活動の実績

	展覧会等における出品と入賞実績（最近３ヶ年度）

	展覧会等の名称
	主催者
	
	26年度
	27年度
	28年度
	備　　考

	（例）

○○市児童生徒発明工夫展
	○○市教育委員会
	出品点数
	6
	3
	8
	

	
	
	入賞点数
	4
	1
	3
	

	
	
	入賞の内容
	金賞　2
佳作　2
	金賞　1
	○○市教育委員長賞1
銀賞　2
	

	
	
	学校賞等
	
	
	優秀団体賞　1
	

	○○県発明工夫展
	○○県教育委員会
	出品点数
	4
	1
	3
	

	
	
	入賞点数
	1
	0
	2
	

	
	
	入賞の内容
	入選　1
	
	最優秀賞1
入選　1
	

	
	
	学校賞等
	
	
	
	

	
	
	出品点数
	
	
	
	

	
	
	入賞点数
	
	
	
	

	
	
	入賞の内容
	
	
	
	

	
	
	学校賞等
	
	
	
	

	
	
	出品点数
	
	
	
	

	
	
	入賞点数
	
	
	
	

	
	
	入賞の内容
	
	
	
	

	
	
	学校賞等
	
	
	
	

	
	
	出品点数
	
	
	
	

	
	
	入賞点数
	
	
	
	

	
	
	入賞の内容
	
	
	
	

	
	
	学校賞等
	
	
	
	

	その他特記すべき事項


（調査書記入上の注意）

１．項目２は簡潔にまとめ、項目１と併せてＡ４用紙１ページに収めること。

２．学校名、所在地等正確に記載すること。学校名は例えば、○○県○○市立○○小学校、○○大学附属○○中学校のように記載すること。

３．創意工夫活動とは、単なる理科教育ではなく、例えば、創意工夫室や発明サークルなどを設け、創意工夫指導職員を任命して行う活動を指す。

４．「２．創意工夫活動の概要」の創意工夫活動の概要１）～４）の項目について、創意工夫活動の概要を補足する場合は、項目毎にＡ４用紙１ページ以内で写真・図表等を用いて補足資料（任意）を添付すること。

５．「３．展覧会等における出品と入賞実績」は、最近３年間に出品・受賞した全ての展覧会等について、その展覧会ごと年度別に出品点数と入賞点数を記載し、入賞の内容欄には、受賞した賞の名称（恩賜賞、○○県知事賞等）を全て正確に記載すること。さらに、学校賞等には、学校が団体として受賞した賞の名称を記載すること。また、受賞欄に記載した全ての受賞について展覧会等の内容が分かる開催要項及び受賞内容を客観的に確認できるもの（表彰状、主催団体のHP、印刷物等）のコピーを必ず添付すること。
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